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１．建築展 2015 実施概要 
 
●プロジェクトの目的 
建築学科では、毎年紫熊祭の時期に 3 年生有志のプロ

ジェクトで「建築展」を開催している。大学で学んだ

ことを活かしながら、これまでの建築とこれからの建

築について展示・提案する展覧会である。 
今年度の建築展のテーマは、私たちの日々の生活にあ

ふれている”行動”についてである。建築家は行動に

空間を与え、それを使いやすく魅力的にする人のこと

をいうと考える。では、自然界において自分たちの行

動をよくするために適切な場所に適切な機能を付加す

る動物達も建築家と言えるのではないだろうか。 
そこで、今回の建築展では、行動から建築を構築して

いく過程で動物の巣の要素を取り入れる。動物の巣か

らヒントを得ることによりどのような建築が作られる

のかを模索する。 
また、今回は「建築を知らない人々にも建築を知って

もらう」というサブコンセプトも設けた。理系という

分野で難しいようにとらわれがちな建築という学問に

ついて、建築を学ぶ学生自らが一から設計を行い、そ

の過程をボードで展示することにより、来場者に建築

を設計するプロセスを知ってもらう。これにより、建

築学科が日頃どのようなことを学んでいるのか、建築

とはどんなものなのかを身近に感じてもらうことを目

的とする。 
 

 
入り口のデザイン 
動物の巣のように入り口は狭くなっている。 
 
 

 
●プロジェクトの概要 
「待つ」「読む」「見る」「休む」「歩く」の 5 つの行動

に着目し、それらをよりよくするために適切と思われ

る動物の巣の要素を抽出し、建築を提案・設計する。

要素を取り入れる動物の巣と建築として、「待つ」はハ

チの巣とバス停、「読む」は蜘蛛の巣と図書館、「見る」

はシャカイハタオリドリの巣と美術館、「休む」はアリ

の巣とカフェ、「歩く」はキツネの巣と地下通路を採用

する。また、来場者に建築を身近に感じてもらい想像

しやすいように、対象の敷地を熊本大学の学生の生活

範囲(熊本大学から熊本駅まで)と設定する。各班でそ

れぞれの動物の巣を分析し、取り入れると人々の行動

がよりよくなると思われる要素を建築に落とし込む。 
 
２．プロジェクトの過程 
4 月：建築展 2015 発足。テーマ決め。 
5 月：テーマに関する推敲。「動物の巣」に建築を落と

し込むことで提案を行うことに決定。 
6 月：動物の巣や熊本市の問題点について話し合い。 
7 月：コンセプトを「行動をデザインする」に決定。5
つの班と対象敷地のジオラマ模型製作班に分かれての

作業開始。 
8 月：各班でコンセプト・敷地の検討。 
9 月：ジオラマ模型製作開始。各班の基本案決定。 
10 月：提案決定。模型製作開始。会場レイアウト・内

装の検討。 
11 月 1～3 日：建築展 2015 実施。 
 
３．得られた成果  
3 日間通じての来場者数：797 人 
今回来場された方に、最も実現してほしいと思った提

案、建築展をどのようにして知ったか、といった項目

でアンケートの記入に協力していただいた。その結果、

最も実現してほしいという回答が多かったのは、シャ

カイハタオリドリの巣を取り入れた美術館の班であっ

た。模型に力を入れており、班員全員が提案のことに

ついてしっかりと説明をしていたことが良かったとい

うコメントが多かったことから、建築という分野を難

しい言葉を並べて説明するだけでなく、模型として目



 

で見てわかりやすいことが良かったのだと思われる。

また、美術館班だけでなく全体として模型やボードで

いかに自分たちの提案を伝えるかの構想に多く時間を

かけたため、その分しっかりとした提案ができた。 
今回のプロジェクトの中で全員が掲げていた「建築を

知らない人にも建築を知ってもらう」という目標につ

いては、SNS やポスターによって建築展の存在を多く

の人に拡散することができ、結果的に建築学科だけに

とどまらず文系の学生や一般の方々など約800人が建

築展に訪れてくださった。展示を見に来てくれた人々

は「学生の人が積極的に説明してくれた」「建築学科が

どんなことをしているのか知ることができた」といっ

た意見を言ってくださり、実行委員としては目標を達

成でき成功したのではないかと思う。 
 

 
当日の様子  
 

 
来場者全員に設計を担当した生徒が説明をすることで

より深く理解してもらうことができた。 

 
熊本市内を 1/1000 のスケールで表現した模型。 
3m 以上ある模型の迫力は高い評価を得た。 
 
 

 
美術館は来場者アンケートで最も得票が高かった作品。 
 

 
各自が得意分野を活かして製作を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
４．実施した中での問題点 
今回、6 つの班に分かれて設計と作業を行ったが、構

想を練ることに時間をかけたことで最も重要な設計と

作業への取り組みが遅くなってしまい、会期直前は夜

遅い時間までのギリギリの作業となってしまった。こ

れにより、リハーサルや当日の流れの組み立てをうま

く行えなかったり自分たちが納得するように作業がで

きなかったりしたように思える。また、班別で作業を

していたため、班同士で進捗に差が出てしまった。先

を見据えて計画を立てながら作業を行い、班別で行動

しながらもプロジェクト全体で各部署の進行具合を把

握しなければならなかったと思う。 
金銭管理についてもトラブルが発生してしまい、建築

展終了後には金銭の調整で店舗に行かなければならな

いという事態になってしまった。誰かがお金の使い方

を知っていればいいのではなく、使い方や申請の仕方

について班やプロジェクト全体でしっかりと理解して

購入したそのときでの確認をもっと入念にしておくべ

きだった。 
 
 
５．建築展を通じて 
建築学科を卒業した学生が仕事をする職場では、一つ

のプロジェクトで多くの会議や作業を重ねて形にして

いく。こ建築展の約半年間の作業と推敲を経て、グル

ープでプロジェクトを完成させることの難しさ、思う

ように計画が進まないことのもどかしさを痛感した。

大学では学生で一つのプロジェクトを成し遂げる機会

があまりないように思われるため、建築展ではめった

にない経験ができたと思う。また、会期中に訪れてく

ださった方々から様々な感想や意見を聞いたことで、

建築に対する自分たちの考え方だけでなく、一般の

人々の建築に対する見方にも何かしらの影響を与える

ことができたのではないだろうかと思う。建築展で得

たものが 4 年での就職活動や卒業研究といった、これ

からの自分たちの設計や活動に活かしていけると思え

た。 
 




